
 

＜概要＞
  放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出量は、全てのPWR型原子力発電所において、

「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針について」（昭和50年5月原子力委員会
決定、平成元年3月原子力安全委員会一部改訂）に従い施設周辺の線量目標値（年間50マイクロシ
ーベルト）を達成するために定められた年間放出管理目標値を下回っている。

  また、放射性固体廃棄物の管理状況については、ドラム缶発生量は年々低減傾向にあり、累積
保管量も減容等の効果からほぼ横ばい傾向にある。

＜更新年月＞ 
1998年05月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  原子力発電所における放射性廃棄物管理状況について、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉

の規制に関する法律」の規定に基づき、実用発電用原子炉施設の設置者から提出された平成元年
度の「放射線管理報告書」等からとりまとめた資料が原子力安全委員会月報通巻第141号に示され
ている。

  それによると放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出量は、全てのPWR型原子力発電所
において、「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針について」（昭和50年 5月
原子力委員会決定、平成元年3月原子力安全委員会一部改訂）に従い施設周辺の線量目標値（年間
50マイクロシーベルト）を達成するために定められた年間放出管理目標値を十分下回っている（
表１ ）。

  また、放射性固体廃棄物の管理状況については、ドラム缶発生量は年々低減傾向にあり、累積
保管量も減容等の効果からほぼ横ばい傾向にある。

＜関連タイトル＞
 原子力発電所における放射性廃棄物管理の動向（2005年度まで） (02-05-03-01)

 平成元年度BWR型原子力発電所における放射性廃棄物管理の状況 (12-01-03-22)
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